Kaigun kōchiku mondai ni okeru jiritsu shugi: Nisshin sensō to kindaika no hikaku kenkyū by 金子  務
海軍構築問題における自立主義――日清戦争と近代
化の比較研究






その他のタイトル Kaigun kochiku mondai ni okeru jiritsu shugi:





















































































































































































































































































































1884年（明治 17）には、船台工場以下二十数個の分工場を持ち、鋼製 12トンほか 6個の
スチール・ハンマー、熔鉄用の 5トン溶鉱炉 3基、熔銅用の 7トンおよび 1トン半の熔炉
































































































16  『明治工業史　造船篇』、日本工学会、1925年、49～ 51頁。










































20  『日本科学技術史体系』第二巻（通史二）、1967年、の「総説」9～ 13頁。

































　日清戦争直前における日本海軍の総兵力は、軍艦 28隻、水雷艇 24隻、総排水量 5万











　宣戦布告は 8月 1日付だが、宣戦布告が開戦の条件になるのは、1907年（明治 40）の
「開戦の国際条約」調印以降である。したがって宣戦布告の有無がこの当時、開戦の条件
になったわけではない。英船高陞号撃沈によって、成歓における最初の日清両国の陸上戦
（7月 29日）は、双方、砲 8門、兵 3000人余で激突、最初の勝利を日本が得た。この時




















清国有利であった。軍艦総人員は清国 2203名、日本 3531名で、平均速力では清国 14.3
ノットに対し日本は 16.3ノットとはるかに清国海軍を上回り、また総排水量（平均排水量）














































































センチ砲でも、旧式では 10回発射に 5分 7秒要したのに、新式速射砲ではわずか 47秒し
かからないとされた。速射砲の威力も大きかったのである。
　三つの海戦、豊島沖海戦（1894年［明治 27］7月 25日）で操江降伏、黄海海戦（同 8
月 17日）で定遠・鎮遠は大損害を被り、ほかに三艦沈没二隻座礁破壊（日本側は松島な



































































（9月末現在）でそれぞれ、会社数は 508→ 605→ 930、資本金は 6215万 4055円→ 8938



















































































































































































90 39.01×3.81×1.91 （英国） 3.7センチ砲2／14インチ魚雷発射
管3
23.8










































































































ンチ砲なら、その砲身の長さは 15× 50＝ 750センチ＝ 7.5メートルとなる。













水雷艇 21号級 80 36×4 1894.6
（仏国 /呉）
47ミリ砲 1／ 38センチ魚雷発
射管 3
19.84
